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要　旨　　20～77歳の女性561名を対象に希望体重と実際の体重との関係を検討した．希望体重および実測
体重はBody　M呂ss　Index（BM　I）に換算して比較した．BM　Iによる肥満の判定は20未満をやせ，20～
24未満を普通，24～26．4未満を過体重，26．4以上を肥満とした．対象者の約8割のものは希望体重によるB
M　I（以下希望BM　I）が実測BM　Iより低かった．年代別では各年代ともに希望BM　Iは低く設定してお
り，特に若年者では実測BM　Iでやせの範躊であるのに，希望BM　Iではさらに低く設定していた．BM　I
による肥満の区分では普通のものはより低い体重を希望し．肥満者は標準体重を希望していた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀9135－37，1995
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1．はじめに
　健康維持や美容上の問題から女性の肥満に対する関心
は高く，特に若年女性のスリム指向は極端なダイエット
行動をおこすなど健康上問題ともなっている．我々はこ
れまで健康女性を対象に肥満の意識と体脂肪率（％F）
との関連について検討したがn，今回はどれくらいを希
望体重としているのかを実際の体重と比較して検討し
た．
1．対象および方法
　対象者は学生と保健所の主催する健康教室に参加した
女性561名（年齢20～77歳）であった．身長・体重・％
Fを測定し，肥満に関する意識を質問紙により調査した．
体重は身長の影響を受けるため，実測体重および希望体
重は体格指数Body　Mass　Index（BM　I〉に換算して
比較した．BM　Iの算出方法は以下のとおりである．
　　　　体重（kg）
　BMI＝
　　　　　身長（m）2
　BM　Iによる肥満の判定は日本肥満学会の基準2）によ
り20未満をやせ，20～24未満を普通，24～26．4未満を
過体重，26。4以上を肥満とした．またB　M　I22は罹患
率の最も低い指数とされており3），この点についても検
討した．％Fの測定には近赤外線法による体脂肪計
FITNESS　ANALYZER　BFT3000（ケット社製）を使用
した．
皿．結　　果
1）身長，体重，BM工および％F
　対象者の平均年齢は42．0±16．8歳で，年代別人数は20
歳代189名，30歳代52名，40歳代67名，50歳代154名，60
歳以上99名であった．
　表1に示すように全対象者の身長は154．8±5．8cm，体
表1．身長，体重，BM工および％F
項　目
全対象
（n＝561）
20歳代
（n＝189）
30歳代
（n・＝52）
40歳代
（n＝67）
50歳代
（n＝154）
60歳以上
（n＝99）
身長（cm）
体重（kg）
BM工
％F（％〉
154．8±5．8
（136．3～178）
52．9±7．3
（29～82）
22．1±3．1
（15．8～35．3）
26．4±3，4
（12．8～35．6）
158．3＝ヒ5．5　　　　　156．1±7．1　　　　　154．6士4．7
（143．9～178）（143．7～169．3）（143．7～169．3）
51．0±6．1
（39．1～78．5）
20。3＝ヒ2，0
（16．8～31．1）
24．6±2．5
（15．8～31，1）
51．6±7．1
（37～65．6）
21．2±2．8
（！5．8～29．1）
24．4±3．8
（13、6～31、4）
55．0±7．4
（43．3～72．5）
23．0±2．8
（18，4～29．6）
26．9±3．0
（202～33）
152．8±4．7　　　　　150．7±4．9
（139～164）（136．3～161．78）
54．5±8．5
（29～82）
23．4±3．4
（15．8～35．3）
27，8±3．3
（12．8～34．4）
53．5±6．3
（37．5～73〉
　23．6±2．6
（16．7～31．7）
28．2±2．7
（16～35．6）
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重52．9±7．3kg，BM　I22．1士3．1，％F26．4±：3．4％であっ
た．BM　Iの年代別平均値は20歳代20．3±2，0，30歳代
21．2±2．8，40歳代23．0±2，8，50歳代23．4士3．4，60歳以
上23．6±2．6であった．％Fの平均値は20歳代24．6±2．5
％，30歳代24．4±3．8％，40歳代26．9±3，0％，50歳代
27．8±3。3％，60歳以上28．2±2．7％であった．このよう
にBM　Iおよび％Fともに年代とともに増加しており，
特に40歳代からの増加が大きかった．BM工と％Fとの
間には相関係数0．82で強い相関がみられた．
2）BM　Iの分布状況
　図1に全対象者と年代別のBM1の分布を示した．全
対象者ではやせ147名（26。2％），普通268名（47．8％），
過体重86名（15．3％），肥満60名（10．7％）であった．
年代別では，20歳代はやせが93名（49．2％）と最も多く，
普通88名（46．6％），過体重7名（3．7％），肥満1名
（0．5％）であった．30歳代はやせ17名（32．7％），普通
26名（50．0％），過体重7名（13。5％），肥満2名（3．8％）
であった．40歳代になるとやせは8名（11．9％）と減少
し，普通37名（55．3％），過体重8名（1L9％），肥満が
14名（20．9％）に増加した．50歳代ではやせ23名（14．9
％），普通67名（43．6％），過体重35名（22．7％），肥満
29名（18．8％）と増加した．60歳以上ではやせ6名（6．1
％），普通50名（50．5％），過体重29名（29．3％），肥満
14名（14，1％）となり，年代とともに過体重・肥満の占
める割合が増加した．
全対象
（n－561）
0 50 100％
霧
％）は実測BM　Iより高く設定していた．全対象者では
実測BMIの平均値が22，1±3．1に対して，希望BM1
は20．6±2．0であった．
　（1）年代別による比較
　図2には年代別にその平均値を示した，実測BM　Iは
表1に示すとおりであり，希望BM　Iは20歳代では玉9．1
±1．0，30歳代20．2±1．6，40歳代21。1±王．5，50歳代21．6
±3．4，60歳以上では22．1±1．6と若年者ほど低くなって
いた．また，30歳代の希望BM　Iは20歳代の実測BM工
と，40歳代の希望BM　Iは30歳代の実測BM　Iと近似値
であった．さらに，60歳以上になると罹患率の低い指数
22に近い値を設定していた．
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図1．年代別にみたBM　Iの分布
3〉実測BM　Iと希望BM　I
　現体重を希望体重としていたのは12名（2．1％）のみ
であり，464名（82．7％）は希望体重によるBM　I（以
下希望BMI）を実測BMIより低く，一方85名（15．2
　（2）BM　Iの肥満区分による比較
　BM　Iによる肥満区分により実測BM　Iと希望BM　I
の平均値を図3に示した．実測BM　Iと希望BM　Iはや
せでは18．7±1．0，18、8±0．9，普通では21．8±1．1，20．4
±1．3で，過体重では25．0±0．6，22．4±L2，肥満では28．0
±1．8，23．6±1．8であった．このようにやせや普通のも
のはその差は小さく，過体重・肥満では大きく開いてい
た，
】V．考　　察
　肥満とやせを判定するには％Fが最も信頼される．し
かし，本法の測定には特殊な器具を要するため，日常的
には身長と体重から算出された標準体重法や体格指数な
どで行われている41．体重は身長に影響を受けるが，B
M　Iは身長との関係が低く，％Fとの相関が強いことか
ら国際的に用いられている5）．
　今回得られた希望BMIは若年者ほど低くなっており，
文谷ら6）と同様の結果であった．また，各年代ともに希
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希望体重と肥満の意識
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図3，実測体重と希望体重によるBM　Iの肥満区分
　　による比較
望BMIを実測BMIより低く設定していた．特に20歳
代では実測BM　Iでもほぼやせの範躊であるのに，希望
BM　Iはさらに低く，若年女性のスリム指向がどの程度
を目標としているのか，その体型観が示された結果であっ
た．この年代においては不健康な減量に挑戦しないよう
に，適正体重について認識できるような指導が必要と考
えられる．一方，50歳代，60歳以上では希望BM　Iは罹
患率の最も低い指数22前後であり，健康上の視点と一致
していることが示唆された．
　やせの範躊にあるものでは希望BMIと実測BM　Iは
ほぼ一致していたが，普通のものでもより低い体重を希
望しており，過体重・肥満になるにつれてその差は大き
くなっていた．しかし，過体重にあるものの希望BM　I
は22．4であり，希望体重と標準体重がほぼ一致している
と考えられ，健康的な視点から減量の目標値を設定して
いることが推測された．また，肥満者ではさらにその差
は大きく開いていたが，希望BMIは23．6であり，より
現体重を考慮した設定であると思われる．
　このように実測BM　Iと希望BM　Iを年代別に検討す
ると若年者ほど，正常体重にもかかわらずやせ願望が強
いことが示され，肥満の区分で検討すると普通にあるも
のでもよりやせたいと思っていることがわかった．今回
は希望体重の根拠については調査しなかったが，年代別，
肥満の区分により体重に対する認識の特徴が明らかにな
り，これらのことをふまえて健康指導にあたることが重
要と考えられる．
　本論文の要旨は第2！回日本看護研究学会総会において
報告した，
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